
　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
約
七
〇
〇
〇
の
島
々
か
ら
な
る
群
島
国
家

で
あ
る
。
そ
の
最
大
な
も
の
は
首
都
マ
ニ
ラ
が
置
か
れ
た
ル

ソ
ン
島
で
、
次
い
で
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
あ
る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ

は
、
人
口
過
疎
地
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
ル
ソ
ン
島

や
近
隣
ビ
サ
ヤ
地
方
か
ら
「
約
束
の
地
」
と
し
て
入
植
地
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
入
植
地
は
山
間
部
の

未
開
墾
地
で
主
と
し
て
新
規
農
地
の
開
墾
を
目
的
と
し
て
い

た
。

　

一
方
、
今
日
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
お
け
る
経
済
活
動
の
中
心

は
農
業
部
門
で
あ
る
。
そ
の
主
役
は
バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
コ
ー
ヒ
ー
と
い
っ
た
熱
帯
作
物
の
生
産

で
あ
る
。そ
し
て
こ
れ
ら
の
熱
帯
作
物
は
、プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
生
産
さ
れ
、
そ
の
担
い
手
は
日
雇
い
の
農
業
労
働
者
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
入
植
地
開
発
は
高
地
の
未
開
拓
地
の
開
墾

で
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
な
ど
に
従
事
し
て
き
た
。

か
く
し
て
ミ
ン
ダ
ナ
オ
に
は
貧
困
層
が
多
い
。
今
回
訪
問
し

た
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
・
バ
レ
ー
州
で
は
、
二
〇
〇
九
年
の
貧
困

者
比
率
は
三
六
・
七
％
と
全
国
平
均
の
二
六
・
五
％
を
上
回
っ

て
い
る
。
同
州
の
農
村
部
で
は
貧
困
者
比
率
は
五
〇
％
近
く

と
み
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
も
住
民
の
日

常
生
活
に
お
い
て
、
買
い
物
や
所
用
に
交
通
機
関
の
利
用
は

不
可
欠
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
体
の
車
両
数
は

二
〇
〇
九
年
に
六
二
二
万
台
に
達
す
る
が
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で

は
九
〇
万
台
と
全
体
の
わ
ず
か
一
四
・
四
％
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
内
訳
を
み
る
と
自
動
二
輪
車
・
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
（
自
動

三
輪
車
）
が
五
七
万
台
で
六
三
・
六
％
、
全
国
的
に
定
着
し

て
い
る
交
通
機
関
の
ジ
プ
ニ
ー
（
小
型
乗
合
自
動
車
）
が

二
〇
万
台
で
二
三
・
二
％
に
達
し
、
両
者
で
八
六
・
八
％
と
ミ

ン
ダ
ナ
オ
住
民
の
足
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
自
動
二
輪
車
・

ト
ラ
イ
シ
ク
ル
の
役
割
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

写真・文　野沢 勝美
              Katsumi Nozawa

フィリピン 山村の乗り物フィリピン 山村の乗り物
―スカイラブ―

■ フォトエッセイ ■

鈴なりに乗客と手荷物を乗せたスカイラブ（コンポステラ・バレー州モンテビスタにて）
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スカイラブに手荷物を置いて発車を待つ乗客。スカイラブの装備が見える

スカイラブで重いコメ袋を運ぶ際にはバランスをとる必要がある 国道を横切ろうとするスカイラブ。心配した家族が見送りに



公設バスターミナルでバスから降りる乗客を待つトライシクル

親子3人の乗客を乗せ国道に出たハバルハバル。救急車の前を横切る

村道を走るトライシクル。よく見かける光景である

数
は
限
ら
れ
て
い
る
。
不
十
分
な
輸
送
手
段
に
対
応
す
べ

く
、
ス
カ
イ
ラ
ブ
が
登
場
し
た
わ
け
で
あ
る
。
収
容
す
る
乗

客
数
は
六
人
で
、
そ
れ
に
加
え
て
乗
客
の
荷
物
も
乗
せ
る
。

　

母
親
が
幼
児
を
連
れ
、
手
荷
物
を
抱
え
て
こ
れ
に
乗
り
込

む
様
子
を
見
る
に
つ
け
は
ら
は
ら
す
る
。
砂
利
道
を
進
む

が
、
強
い
横
風
が
吹
く
と
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
そ
う
で
あ
る
。

コ
メ
袋
な
ど
重
量
の
あ
る
荷
物
を
乗
せ
る
際
に
は
、
片
方
の

翼
に
こ
れ
を
置
き
、
他
方
に
乗
客
が
座
り
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
。
し
か
し
危
険
な
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
こ
ん
な

危
険
な
乗
り
物
が
許
可
さ
れ
る
の
か
と
疑
問
を
も
つ
の
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ジ
プ
ニ
ー
は
中

央
政
府
の
陸
運
免
許
規
制
委
員
会
が
運
行
を
認
可
、
監
督

し
、
運
賃
な
ど
を
決
め
る
。
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
は
通
常
二
人
乗

り
で
地
元
の
町
当
局
が
認
可
す
る
が
、
ス
カ
イ
ラ
ブ
も
同
様

に
町
当
局
が
認
可
す
る
。
れ
っ
き
と
し
た
公
共
交
通
機
関
な

の
で
あ
る
。

　

ス
カ
イ
ラ
ブ
の
運
賃
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
割
高
で
あ
る
。

中
心
街
は
乗
入
れ
禁
止
の
た
め
初
乗
り
（
三
キ
ロ
）
が
二
〇

ペ
ソ
（
約
四
〇
円
）
で
あ
り
、
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
の
初
乗
り
七

ペ
ソ
と
比
べ
る
と
相
乗
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
倍
近
い
。
こ

れ
は
乗
客
人
数
の
揃
う
ま
で
の
待
機
料
金
と
、
改
造
コ
ス
ト

の
回
収
費
用
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
地
元
の
モ
ン

テ
ビ
ス
タ
町
当
局
で
は
認
可
料
の
年
七
〇
〇
ペ
ソ
に
加
え
、

装
備
改
造
に
五
〇
〇
〇
ペ
ソ
を
要
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

山
村
の
乗
り
物
は
他
に
も
あ
る
。
自
動
二
輪
車
の
荷
台
を

改
造
し
た
ハ
バ
ル
ハ
バ
ル
（「
く
っ
つ
き
合
い
」
の
意
」）
が

そ
れ
で
あ
る
。
運
転
手
の
前
後
に
乗
客
四
、五
人
が
し
が
み

付
く
の
で
危
険
極
ま
り
な
い
。
ハ
バ
ル
ハ
バ
ル
も
町
当
局
の

認
可
を
得
て
お
り
、
運
賃
は
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
と
同
じ
初
乗
り

七
ペ
ソ
で
あ
る
。

　

今
ひ
と
つ
は
ト
ラ
イ
シ
ク
ル
を
改
造
し
た
パ
ヨ
ン
パ
ヨ
ン



全国的に定着した庶民の乗り物ジプニー（マニラ首都圏にて）

私設ターミナルで客待ちのハバルハバル。後部荷台を客席に改造

トライシクルに日傘をつけたパヨンパヨン

（「
傘
」
の
意
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
人
の
乗
客
を
乗
せ
、

日
傘
を
か
け
た
も
の
で
あ
り
、
運
賃
は
ト
ラ
イ
シ
ク
ル

並
み
で
あ
る
。
ス
カ
イ
ラ
ブ
や
ハ
バ
ル
ハ
バ
ル
に
比
べ

る
と
乗
客
数
も
少
な
く
三
輪
な
の
で
安
全
で
は
あ
る
。

し
か
し
国
道
で
は
す
れ
違
い
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
あ
お

ら
れ
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
と
い
っ
た
危
な
い
側
面
も
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
山
村
の
交
通
機
関
で
あ
る
ト
ラ
イ

シ
ク
ル
、
ス
カ
イ
ラ
ブ
、
ハ
バ
ル
ハ
バ
ル
、
パ
ヨ
ン
パ

ヨ
ン
の
い
ず
れ
も
、
排
気
量
一
五
〇
ｃ
ｃ
ク
ラ
ス
の
エ

ン
ジ
ン
を
装
備
し
た
日
本
製
の
自
動
二
輪
車
を
改
造
し

た
乗
り
物
で
あ
る
。
元
来
は
一
人
乗
り
の
単
車
を
地
元

住
民
の
必
要
に
対
応
し
て
車
種
ご
と
に
四
人
か
ら
一
〇

人
程
度
の
乗
客
を
乗
せ
る
べ
く
現
地
で
改
造
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
近
代
的
技
術
が
現
地
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
べ
く
現
地
化
さ
れ
定
着
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
事
例
は
多
く
の
危
険
を
と

も
な
う
た
め
、
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
移
転
の
適
合
問

題
を
考
え
る
に
際
し
て
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

のざわ　かつみ／亜細亜大学嘱託研究員

2011年10月から6カ月間、フィリピン大学客員
研究員として滞在。ミンダナオにおいて農村調
査を実施。
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